
別記様式第8号（別記１の第６の１、別記２の第５、別記３の第５、別記４の第６、別記７の第６の１の（１）関係）

島根県雲南市
１　被害防止計画の作成数、特徴等

作成数： 1
特徴等：

２　事業効果の発現状況
地域の体制整備、被害防止効果、捕獲状況、人材育成状況、耕作放棄地の解消等様々な角度から記載する。
本事業でワイヤーメッシュを設置したところについては被害報告はなく、効果が発現していると考えられる。捕獲を行う駆除班員は年々増加しており、捕獲数も年によって増減はあるが増加傾向にある。本事業に一定の効果はあるものの、鳥獣の生息数や生息域も増加していると考えられ被害の軽減に至っていない。

３　被害防止計画の目標達成状況
被害防止計画の目標の達成状況を記載する。
被害金額の達成率： 0%
被害面積の達成率： 0%

４　各事業実施地区における被害防止計画の達成状況

（協議会名） 目標値 実績値 達成率 目標値 実績値 達成率

雲南市 雲南市 Ｒ2

イノシシ、
サル、シ
カ、タヌ

キ、ヌート
リア、カラ
スほか

有害鳥獣捕
獲

3,008頭 雲南市

雲南市（雲南市
鳥獣被害対策

協議会
雲南市 R2 イノシシ

ワイヤーメッ
シュ柵設置

5,124ｍ 同協議会 R3.3 100

雲南市 雲南市 R3

イノシシ、
サル、シ
カ、タヌ

キ、ヌート
リア、カラ
スほか

有害鳥獣捕
獲

1,590頭 雲南市

雲南市（雲南市
鳥獣被害対策

協議会
雲南市 R3 イノシシ

ワイヤーメッ
シュ柵設置

3,556ｍ 同協議会 R4.3 100

雲南市 雲南市 Ｒ4

イノシシ、
サル、シ
カ、タヌ

キ、ヌート
リア、カラ
スほか

有害鳥獣捕
獲

1,821頭 雲南市

雲南市（雲南市
鳥獣被害対策

協議会
雲南市 R4

イノシシ、
シカ

ジビエの有
効活用に資
する皮や骨
を活用した
新商品の開
発・販路拡

大

同協議会

雲南市（雲南市
鳥獣被害対策

協議会
雲南市

R4
（Ｒ3繰

越）
イノシシ

ワイヤーメッ
シュ柵設置

696ｍ 同協議会 R5.3 100

雲南市（雲南市
鳥獣被害対策

協議会
雲南市

R4
（Ｒ3補

正）
イノシシ

ワイヤーメッ
シュ柵設置

4,740ｍ 同協議会 R5.3 100

注１：被害金額及び被害面積の目標欄については対象鳥獣及び目標値を記し、これに合わせて他の欄も記載する。
 　２：都道府県が事業実施主体となる鳥獣被害防止都道府県活動支援事業を実施した場合、その事業内容等も記載すること。
　 ３：事業効果は記載例を参考とし、獣種等ごとに事業実施前と事業実施後の定量的な比較ができるよう時間軸を明確に記載の上、その効果を詳細に記載すること。整備事業を行った場合、捕獲効率の向上にどのように寄与したかも必ず記載すること。

 　 ４：「事業実施主体の評価」の欄には、その効果に対する考察や経営状況も詳細に記載すること。　　　

５　都道府県による総合的評価

事業実施主体の評価 第三者の意見

　集落と山の境界付近で、イノシシ、タヌキ、サル等により水稲や野菜類の被害が多発していたことから、緊急捕獲活動支援事
業を活用し山中や田畑の周辺において駆除班が有害捕獲を行った。また、地域住民による追い払いを実施しつつ、田畑や集落
を囲うように侵入防止柵を設置した。これらの取組により、市内におけるイノシシの有害捕獲捕獲頭数は、Ｒ３を大きく上回る捕
獲数であった。要因として、Ｒ3　7月の豪雨災害の影響によって、地区によっては捕獲活動が実施できない期間があったり、被
災により収穫、作付けが出来なくなった農地が一時増えたことが考えられる。
（施設整備、緊急捕獲活動前の平成22年度では年間の有害捕獲頭数はイノシシで1,290頭、有害鳥獣全体で1,980頭。整備後の
令和4年度では年間の有害捕獲頭数はイノシシで2,263頭、有害鳥獣全体で、2,728頭だった。）
　
　捕獲した個体をジビエ加工施設へ安定して受け入れられる体制を整えることで、駆除班員の捕獲個体の処理負担を軽減し、
継続した捕獲体制を構築を目的として、ジビエ利用の拡大に資する未利用部位を活用した新商品の開発と販路拡大するための
事業を実施した。
　未利用部位を活用した商品開発及び販路拡大するためのコンサルティング
　開発した新商品：ボーンブロス・バーガーパテ・イノシシ肉のデミグラス煮込み・骨ペットフード）
　新商品を販売するため、食品衛生法に基づく細菌検査・成分検査・愛玩動物飼料成分規格検査、飼料分析を行った
　市内のジビエ利用を推進するため、駆除班員を対象とした食肉利用のための止め刺し・解体技術講習会を開催した
　R3　食肉加工施設で75頭/年受け入れていたが、R4は、181頭/年受け入れている。商品開発や都市部への販路の拡大、駆除
班の適切な駆除個体の処理により安定した受け入れ態勢を構築する。
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　被害防止対策を推進する上で
重要である集落ぐるみの取り組
みが実践されており、被害防止
柵を
設置した集落で被害がほぼ発生
していない状況は、集落住民に
よる日々の点検・補修や追い払
い、
誘因物除去などの環境整備、捕
獲者との連携による農地周辺に
出没する加害個体の選択的捕
獲、捕
獲の担い手確保に向けた取り組
みの成果であると考えられる。こ
うした体制維持のため、研修や
広
報等による普及啓発、各種支援
について、今後も継続されたい。
　併せて、被害が拡大している
集落については、被害対策の方
針や被害防止柵の設置場所、
管理体
制等について地域住民との事前
検討を重ね、効果的な対策実施
となるよう期待するところ。
　また、ジビエ利用に関し、止め
さし研修や、皮や骨など未利用
部位の有効活用にかかる検討
も行
われいることは、非常に有益で
あると思われる。
　豪雨災害による被害地につて
は、復旧が待たれるところである
が、可能な範囲で応急処置を行
い、被害の軽減に努められた
い。

1320 0 22 35 0

対象鳥獣の捕獲を通じて農林水
産物への被害軽減に事業は一
定程度寄与していると考えられ
る。また、本事業により、ワイ
ヤーメッシュを設置している農地
については、被害報告がなく、一
定の効果が発現していると考え
られる。しかし、市内全体での被
害を食い止めるには至らず、ま
だ多くの被害が発生しているた
め、更なる防護柵設置の推進、
有害駆除の捕獲体制の充実を
図ることで防除と駆除の両面か
ら有害鳥獣に対応していくことが
必須であると考察される。
　Ｒ３．７月豪雨災害により、市
内全域に渡り大きな被害を受け
た。山腹の崩壊、大小の道路、
河川、農業用のため池、頭首
工、水路等の公共施設、農業用
施設は基より、農地の被害は甚
大であった。Ｒ５時点においても
復旧は中途であり、復旧にはさ
らに数年は要する見込みであ
る。復旧工事未着手の山林、道
路河川や農地を通して有害鳥獣
が侵入してくる事例も散見され、
災害復旧を待たれる状況があ
る。

鳥獣被害防止総合支援事業、鳥獣被害防止都道府県活動支援事業（都道府県広域捕獲活動支援事業）鳥獣被害防止緊急捕獲活動支援事業及び鳥獣被害防止対策促進支援事業（中山間地域等鳥獣被害
防止施設整備事業）の評価報告（令和５年度報告）

被害金額 被害面積

　 ５：鳥獣被害防止施設の整備を行った場合、侵入防止柵設置後のほ場ごとの鳥獣被害の状況、侵入防止柵の設置及び維持管理の状況について、地区名、侵入防止柵の種類・設置距離、事業費、国費、被害金額、被害面積、被害量、被害が生じた場合の要因と対応
策、設置に
　　係る指導内容、維持管理方法、維持管理状況、都道府県における点検・指導状況等を様式に具体的に記載し、添付すること。

事業実施主体名
対象
地域

実施
年度

対象
鳥獣

事業内容 事業量 管理主体
供用
開始

利用率・
稼働率

事業効果

イノシシによる被害に加え、サル、ヌートリア等他の鳥獣種の被害も市内全域で近年増加しており、防除などの対策にも苦慮している。そのため、猟友会で編成する有害鳥獣駆除班と市の連携により有害鳥獣の捕獲を実施するとともに、農地を防護柵により保護する対策を継続的に実施することとしている。また、今後は鳥獣被害
対策実施隊の編成、捕獲の担い手確保のための取り組み、集落ぐるみの鳥獣対策の推進を目標としている。

被害防止計画の目標と実績


